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1年 2年 3年 4年 不明 合計
女性 65 123 2 0 1 191
男性 64 52 2 4 1 123




女性 102 71 12 4 2 191
男性 84 1 38 0 0 123















































































































































































































































































































































































る（高田ら，2014; Desforges et al., 2015）。マイク
ロプラスチックの浮遊密度は東アジア海域で突出し
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